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第２５回中国中学ローイング選手権大会

兼 第６回中国小学ローイング選手権大会

◎期 日 令和６年６月１日（土）

◎場 所 山口県下関市豊田湖ボートコース

●大会日程 ６月１日（土） ・代表者ミーティング ８時 30 分～

             ・競 漕（予選等）  11 時 20 分～

             ・交流会（昼 食）  12 時 50 分～

             ・競 漕（決勝等）  15 時 30 分～

             ・表彰式（閉会式）  17 時 00 分～

・大会会長 杉村正男（中国ローイング連盟）

・大会役員 頼田浩志 矢地洋二 吉田有希 谷口芳喜 白岩俊光 沖田照晃

佐藤嘉紀 藤中富雄 宮山善行 西崎文貴 高橋俊博 井町泰彦

坂野龍夫 藤井浩巳 山野真由美 久村将 山野剛毅 安冨浩

・大会スタッフ 山口県立大津緑洋高校 山口県立山口農業高校西市分校

        ボート部員

主 催 中国ローイング連盟

主 管 山口県ローイング協会

共 催 山口県スポーツ協会
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レースにおける審判上の注意

（第 68 回中国高等学校ローイング選手権大会兼第６回中国小・中学校ローイング選手権大会）

2024/6/1～2 山口県豊田湖ボートコース

本大会は、（公社）日本ローイング協会競漕規則・細則、大会要項及び以下の諸注意、代表者会議
での指示決定事項に基づいてレースを運営します。選手、監督、コーチなど関係者は十分理解の上、
レースに臨んでください。

１ 健康管理について（第 23条直前管理）
選手及び関係者は健康状態に十分留意して大会に臨んでください。
出艇後やレース後に気分が悪くなった場合は最寄りの審判員、その他の役員に申し出てくださ
い。また、暑さや寒さ、雨天の対策、水分補給等には十分留意してください。

２ 事故防止と安全確保、航行ルールの遵守について（第 35条トラフィックルール）
（１）各クルー及び参加者は事故のないよう常に安全確保に努め、安全第一で行動してください。

安全については先ず各クルーが自主的に十分な対策を施してください。特に豊田湖は地形が複
雑なので常に進行方向を確認してください。また、フィニッシュ後、５０メートル先のウイン
チに乗り上げることがないように注意してください。

（２）レースコース４００メートル付近の回漕水域は狭いため、ここを回漕する際にレースが来て
いる場合は、１００メートル手前より停止し、レース艇の通過を待ってください。これに違反
したクルーにはイエローカードを与えます。

また、クルーはスタートライン（発艇線）及びフィニッシュライン（決勝線）上で停止して
はいけません。違反したクルーにはイエローカードを与えることがあります。

（３）フットストレッチャーは、転覆した場合にすぐに靴が脱げるよう必ずヒールロープを付け、
かかとが水平位置より上に上がらないようにシューズを固定してください。また、緊急時に速
やかにボートから離脱することができるクイックリリースフットストレッチャー形式を装着
してください。これは安全に関わることなので必ず守ってください。これに違反したクルーに
は失格までの罰則を与えます。（第 10条安全用具）

（４）気象条件などの変化には注意し、天候の悪化や雷が発生した場合、大会本部からの指示に従
ってください。

３ 服装の統一について（第 30 条ユニフォーム等のクルー内統一）
（１）クルーはレース時に統一したユニフォームを着用してください。アンダーシャツ・タイツ・

帽子・鉢巻・靴下等を着用する場合も同一のものを着用してください。統一されたユニフォー
ムとは、「外見がまったく同じもの」のことで、色あせや迷彩模様等が違っていれば統一されて
いることにはなりません。また、個人名・イニシャルやポジション名等の記載も認められてい
ませんので注意をしてください。なお、パーソナルアイテムである眼鏡、サングラス、ネック
レス等のアクセサリー類、腕時計、指輪、手袋、サポーター、リストバンド等は不統一の対象
には含まれません。

（２）帽子と鉢巻は、着用する人と着用しない人が混在していても構いません。ただし、帽子と鉢
巻を併用する場合は、一体のものとみなしますので、帽子のみ又は鉢巻のみの着用の混在は認
められません。

（３）ユニフォームの不統一が是正されないクルーは、除外（レッドカード）になることがありま
す。

４ 監視及び舵手計量について
（１）監視については、艇庫前のテントにおいて、各自のレース２時間前から１時間前までに（１

日に２度レースがある場合はその都度）クルー全員の確認を行いますので、レースに出漕する
服装でオールを１本持って監視を受けてください。監視を受けなかったクルーは失格になりま
す。（第 34条クルーの監視）
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（２）舵手計量は出漕日ごとに最初のレースの監視時に行います。舵手の体重はユニフォームを含
め男子５５ｋｇ、女子５０ｋｇ以上とします。これに満たない舵手は最大限１５ｋｇのデッド
ウェイトを舵手の最も近い場所に置かなくてはなりません。また、舵手の計量時の服装はレー
ス時に着用するユニフォーム（ローイングスーツ）のみとします。なお、着用して良いのは下
着、身体的機能を補完するもの（眼鏡、包帯、補聴器等）とし、帽子、時計、サングラス等は
取ってください。（第25条舵手体重）

（３）アンダーシャツ等着用し出漕するクルーの舵手は、アンダーシャツ等を着用してなくてもよ
いので持参して監視を受けてください。その後、前（２）に準じて舵手計量を受けてください。

５ 発艇水域での注意について
（１）前のレースがスタートして１００メートルを通過し、準備が整ったら、発艇員は次のレース

へ出漕するクルーをコースへ呼び込みます。予め発艇部署後ろの待機水域で待機し、呼び込み
を受けたクルーは指示されたレーンに進入してください。出漕クルーは発艇定刻２分前までに
所定の発艇位置（ステイクボート）に着けてください。発艇位置に着くことが遅れたクルーに
はイエローカードを与えます。（第 36条呼込み、第 38条発艇定刻）

（２）艇の故障等で発艇定刻に間に合わない場合は、必ず最寄りの審判員に申し出て指示を仰いで
ください。許可なく発艇定刻に遅れた場合、そのクルーを待つことなく発艇し、そのクルーは
放棄したものとして除外（レッドカード）になります。この場合、クルーは DNS(Did not start)
と記録され、順位は付きません。（第 59条レース未漕了）

（３）発艇定刻２分前になったら、いつでも発艇できるように準備し、各クルーの責任で進行方向
を定めておいてください。発艇猶予は認めません。発艇号令にもかかわらず発艇しなかったク
ルーは、DNS(Did not start)と記録され、以降のレースに出漕できません。ただし、決勝レー
スでは最下位になります。（第 59 条レース未漕了）

（４）発艇号令は旗により次の手順で行います。通常の場合、ロールコール→「アテンション」→
旗＋「ゴー」、風波等の状況によりクイックスタートで発艇する場合、「オールクルーズ」→「ア
テンション」→旗＋「ゴー」で行います。発艇員の指示をよく聞いてください。（第 39条：ス
タート手順）

６ レース中の注意について
（１）全てのクルーは自己のレーンを進行してください。自己のレーンを外れて、他艇を妨害する

危険がある場合、他艇・障害物等への接触・衝突をする危険がある場合、または自己を有利に
している場合は、そのクルーに対し、主審が白旗を揚げてクルー名を呼んで注意し、白旗によ
り回避すべき方向を示しますのでそれに従ってください。この原因を作ったクルーは、除外（レ
ッドカード）になることがあります。（第 44 条レース中のクルーの責任、第 47 条主審のクル
ーへの指示）

（２）レース中に艇の故障及びオールの破損等が生じても特別な救済措置はありません。また、こ
れに関する異議は認めません。故障や不具合が生じないように十分に点検し出漕してください。
（第 50条レース中の艇の故障等）

（３）主審艇はレース状況により遅れたクルーを追い越すことがあります。この場合、追い越され
たクルーは波をかぶることもありますが、容赦してください。（第 45条レース中の主審の役割
細則）

（４）何らかの理由でレース全体を止める場合、主審は鐘を鳴らし、赤旗を振り「止まれ、レース
中止」と号令しますのでそれに従ってください。（第 49条レースの中止等）

７ レース中の落水について
（１）いかなるクルーも定員を欠いて出漕することはできません。レース中に不可抗力により漕手

が落水し、その漕手を欠いたままフィニッシュラインに到達した場合、当該クルーは漕了した
ものとみなし着順を認めます。

漕手が故意に飛び込んだと認められる場合、そのクルーは除外（レッドカード）になります。
この場合、順位は付きません。

舵手を欠いてフィニッシュしたクルーは故意、不可抗力を問わず失格になります。（第 57 条
参加・欠員）
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（２）いかなるクルーも落水後に自力（自己のクルー以外の他人の助けを借りない。艇を岸に着け
ない）で乗艇してフィニッシュラインに到達した場合は着順を認めます。ただし、乗艇を試み
ても次のレースに支障がある場合、又は安全上問題がある場合は救助を行います。この場合、
当該クルーは棄権とし、DNF(Did not finish)と記録され、以降のレースに出漕できません。た
だし、決勝レースでは最下位になります。（第59条レース未漕了）

８ レース終了後について（第 54条レースの漕了、第 74条異議申立、第 75条不服申立）
（１）フィニッシュしたクルーは、主審が白旗を揚げるまでその場で待機してください。主審が白

旗を揚げた場合、レースは成立となりますので桟橋に着けてください。
レースに対する異議がある場合、主審が白旗を揚げる前に挙手をして主審に申し出てくださ

い。
もし主審が赤旗を揚げた場合、レース中に問題が生じたことを示すので、その場に留まり主

審の指示を待ってください。
（２）異議申立が棄却もしくは却下された場合、その内容が承服できない時は、その決定の告知後

１時間以内に、クルーの所属団体の代表者もしくは代理人の署名がある文書によって、不服審
査委員会に対し、不服を申し立てることができます。

９ 禁止事項等について（第 61条クルー関係者の禁止事項、第 64 条電子的通信装置および許可デ
ータ）

（１）クルー関係者は、定められた場所において応援することができます。この場合、拡声器等の
電気式機器を用いることは禁止です。また、レース中、その手段・方法を問わず、電気式・電
子式等の装置を使用して、艇外からクルーに助言や指示を与えることはできません。これに違
反したクルー関係者及び当該クルーには、イエローカードその他の相応のペナルティーを与え
ることがあります。

（２）レース中、電気的または電子的な手段によるクルーと艇の外部とのいかなる方向の交信及び
データの送受信も禁止されています。ただし、タイム、ストローク・レート、艇速/加速度、心
拍数を計測・記録・保存するための機器や装置の持込みは許されます。これに違反したクルー
は失格になることがあります。

１０ 指導・警告・除外とその取り扱いについて（第 20条罰則等）
クルーが違反・不正行為等を行った場合、指導や警告（注意・イエローカード・レッドカード）

を与えます。同一ラウンド内でイエローカードを２回受けると除外（レッドカード）になります。
イエローカード・レッドカードを与えるときは、審判から該当色のカードが提示されます。

航行ルールを守らなかった場合、指導やイエローカードを与えます。また、予め定められてい
ない事柄でも、審判が警告対象と判断した場合、イエローカードを与えることがあります。

１１ 各種届出について（第 27 条競技者交代等）
メンバー変更、棄権届等は指定の用紙にて、出漕するレースの１時間前までに競漕委員会に届

け出て、許可を得てください。
シート変更は、舵手の場合のみ同様に事前の届出が必要ですが、漕手の場合、事前に届け出る

必要はありませんので、監視の際に申し出てください。
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休憩所（旧  三 豊 小 学 校 体 育 館）

  ＜お願い事項＞

旧 三豊小学校体育館の利用に当たり、次の点についてお願いします。

① 利用時間

・ 5 月 31 日（金） ：9 時 00 分～17 時 00 分

・ 6 月 1 日（土） ：6 時 20 分～17 時 30 分

・ 6 月 2 日（日） ：6 時 20 分～14 時 00 分

② 更衣室のシャワーは使用できません。

③ 選手・監督控所出入りは、各入口から行うことができます。

※更衣室への出入りは、正面玄関のみです。

④ トイレについては、体育館内トイレ・艇庫トイレの２か所をご利用ください。

※ 敷地内に指定箇所以外のトイレがありますが、水が流れないため使用不

可です。

⑤ 靴・荷物・貴重品等の管理は、各自で行ってください。

（大会関係者は、紛失・盗難等の責任は一切負いません。）

⑥ 三豊小学校体育館以外の建物には立ち入らないでください。

⑦ 施設の損傷・異常が発生した場合は、本部に申し出てください。

⑧ 天候によっては、ジュニアの交流会・表彰式に活用したいと思います。

・6 月 1 日 土曜日 12 時５0 分～14 時  交流会

               17 時～17 時 20 分 表彰式（閉会式）


